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P2−30−7　研修医な らび に医学生 の ア ン ケート調査 か ら見た若手産婦 人科医 師獲得 に 向け た戦略

埼玉医大

木村真智子，難波　聡 ，三 木明徳，岡垣 竜吾，亀井良政，石原　理

【目的】産婦人科入局者数 は 漸増傾向の 後に 減少傾向に あり，入局者増員は 喫緊の 課 題 で あ る．ア ン ケート調 査 か ら若 手 産婦

人科医 師獲得に向け考察を行 っ た．【方法14 年生か ら 6年生の 本学医学部学生 321名 と初期研修医 38名を対象 と し，自身の

性別お よ び年齢層をもとに ，自身の 専攻科 を選ぶ 際 の 優先項目，将来産婦人 科 を選択す る可能性 （0％，10％，30％，60％，
90％ の い ずれかから選択），産婦人科 で働 く上 で の 魅力，産婦人科 に なりた くない 理由につ い て調査 を行っ た．【成績】専攻科
を決め る際の 優先項 目は，自分の 興味が圧 倒的に 高く，次 い で 分野 の 将来性，社会 に お ける ニ ーズ の 順で あ っ た，30代前半

まで は専攻科 を決定する 際に 家族 ・両 親の 診療科よ りも 自分 の 興 味を優先す る傾向が 非常 に強 く，また年齢が低い ほ ど社会

におけるニ
ーズ を意識して い た．将来産婦人科を選択す る可能性 は 女子学生 ・

女性研修医の 方が男子 よ りも高く，学年を経 る

ご とに減少 して い た。産婦人科 で働 く上 で の 魅力は，「や りが い 」「内科 と外科が両方で きる」の 順 で あっ た．産婦人科医 に な り

た くない 理由 は 「訴訟が 多い 」が最多 で，次 い で 「自分 の 時間が 持 て な い 」で あ っ た．将来 な る可 能性 が 高い グル ープ で は

「モ デ ル 医 師が い ない 」「実家が 他の 科だか ら」を選択して い ない こ とが他 の グ ル
ープ との 違い で あっ た．【結論】将来産婦人科

を選択する可能性 30％〜60％ と回答する学生 ・研修医の確保が今後の 課題で ある，その ため 医学生 の 早 い 段階か ら， 産婦人

科医の 社会に おける ニ ーズ をア ピール す る こ と，産婦人科関連 の 医療訴訟 を含め た現状 を正 し く教 え た上 で 将 来の 展 望を示

すこ とが 自身の 興味を 維持する 上 で も重要 な 要素 で ある と思 わ れ た．

P2 −30−8　卒前卒後 の 産 婦 人 科系 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 教 育の 実 際 と そ の 評価
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【目的】当大学で は，卒前卒後の 医学教育 に各科が 日常的 に，当院 Skills　Simulation　Center（SSC）を利用して い る．そ こで，
今 回 は産 婦 人 科系 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 実 習の 現 状 につ い て報 告 す る と と も に，そ れ らの 実 習 が，受講 者お よ び 指導者 に もた らす

影響 に つ い て 検討 した．【方法】当院 SSC に お い て 開催 した産婦人科系 シ ミ ュ レーシ ョ ン 医療実習 の 概 要 を示 し，各実習時 に

行わ れ た 無記名ア ン ケート調査 を もとに検討を加えた．【成績】2007 年度よ り研修医や 希望す る 医学生 に 対 し 「女性診療手 技

実 習 」 と して，教 員 に よる 内診 と乳 房触診 の講習 会を開 始 した．その 後，2010年 よ りそれらを 1年目研修医に義務化 し．2
年 目研修医 を中心 と した イ ン ス トラ ク ターに よ る実 習 と した屋 根 瓦 方 式 を取 り入 れ た．さ ら に 24年度か ら胎児超音波や分娩

介助などの 産科 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン も取 り入れた．一
方 で，Bed 　Side　Learning（BSL＞にお い て も 2010年度よ り鏡視 下外科手

技，2013年よ り産科手技 BSL を取 り入 れ た，鏡視下外科手技講習 会で は ，本年 4 月か ら 9 月の 学生 に よ る 指導者の 100点満

点で の 評価で は，平均 96点 ・
中央値 100点 と高か っ た の に比 し，学生の 自己評価 は範 囲 が 998−45点 とばらつ きがみ られた．

産科手技 BSL で は，
“
実習が 今後役立 つ か ？

”
の 問い に は，87％ が

“
とて も役立つ

”
13％ が 「役 立 つ 」 と答 え，

“
実 習後 の 産科

に対す る興味 は ？
”

に は，74％ が 「増 した」26％ が 「非常に増 した」と答えた．【結論】産婦人科領域 にお ける シ ミュ レーシ ョ

ン 教育 は，実習者
・
指導者両方か らの 評価が高く，指導者の ス キ ル ア ッ プ に も貢献 し，さ らに は 学生 や 研修医の 産科医療 に対

す る興味を高め る こ と に も役 立 つ 可能性 が示唆 さ れ た，

P2−30−9　近隣三 県の大学病院産婦人科に よ る合同 カ ン フ ァ レ ン ス の 成果
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【目的】文部科学省 の 医療人養成推進事業の
一

環 と して ，近隣 3 県 の 大学病院産婦 人科 に よ る合 同 カ ン フ ァ レ ン ス を行い ，専

門医育成 と共 に研修医
・
学生 の リ クル ートを 試 み た．【方法】平成 21 年か ら 24年 の 4 年間に 計 4 回の 合同カ ン フ ァ レ ン ス を

行 っ た．開催 は土 日曜の 2 日間で ．前半 2 回 は 県壕近 くの 民 間施 設 を利 用 した合 宿形式，後半 2 回 は 医学部附属病院臨床研修

セ ン ターにお い て シ ミ ュ レーター実習を中心 と した研修 と した．3 大学 の 専攻医 に加 え て 学生，初 期 研 修 医 の 参加 を勧奨 し

た．各カ ン フ ァ レ ン ス 終了 後 に無記名ア ン ケ
ー

トを行 っ た．また参加者の 専門医取得状 況 お よび進 路 を平 成 25年 8月時点で

調査 した，【成績】参加者の べ 人 数 は教員 37名，専攻 医 41名，研 修 医 ・学生 35名 で ，教員以外 で 複数 回参加 した者 は 12名 あ っ

た．初 回参加 の 時点で 初期研修医で あ っ た 19名の うち，初期研修を終えた 12名中 5 名は出身大学の 産婦人科を選択 した，前
半 2回 の 終 了後 ア ン ケートで は，翌年も参加したい と答えたの は専攻医 15名中 11名，研修医

・学生 13名中10名 で あ っ た

が，後半 2 回で は，回答 し た専攻医 13名，研修医
・学生 15名すべ て が翌年も参加 した い と答え，また こ の 会 に研修医

・
学生

を参加させ る こ とは産婦入科医師増加 に効果があるだ ろ うと答えた，郊外で の 合宿形 式，他大 学 医 師と の 相部屋 は教員 に は好

評で あ っ た が専攻医 。 研修医に は不評 で あ っ た．【結 論】医 学 部 附属病院の 臨床研修セ ン ターを利用 した，近隣三 県の 産婦人科

合同 カ ン フ ァ レ ン ス は低経費で の 開催が 可能 で，卒後臨床教 育として の 効果に加えて，若手医師の 交流 ，研 修医 や 学生 の リ ク

ル
ートに も有益 と考 え られ た．
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